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CCOONNTTEENNTTSS
☆☆TTOOPP NNEEWWSS 第第1122回回ごごととうう農農協協地地区区別別和和牛牛共共進進会会
・・よよっっててみみららんんかかなな 坂坂のの上上事事業業所所
・・太太陽陽とと緑緑 五五島島ががううままいいのの立立役役者者 石石司司 久久之之ささんん（（有有川川））
・・五五島島ががううままいい直直送送便便
・・第第1144回回ＪＪＡＡごごととうう農農業業ままつつりりののおお知知ららせせ
・・金金融融部部かかららののおお知知ららせせ

私たちはTPPに
日本が参加することに断固反対します



管内では9月26日の本山地区を皮
切りに、各地区で和牛共進会が開か
れました。各地区とも出品牛のレベ
ルが高く、審査が難航しました。審
査結果は以下の通りです。
（各地区とも太字・二重囲みが名誉賞）

場所：畜産事業所 日時：10月30日㈭ 10：00～西 部 地 区

場所：畜産事業所 日時：10月29日㈬ 10：00～福 江 地 区

場所：三井楽ライスセンター前広場 日時：10月22日㈬ 10：00～三井楽地区

出品月齢の範囲
14ヶ月未満

14ヶ月以上18ヶ月未満

18ヶ月以上21ヶ月未満

区分
1区（若雌の1）

2区（若雌の2）

3区（若雌の3）

出 品 者
林 文弘
河野 信夫
永原 義幸
萩里 健児
葛岡 栄
馬場甚一郎
中尾 実男
葛岡 栄
柏戸 正勝

父牛名
平茂晴
安福久
安福久
平茂晴
平茂晴
平茂晴
安福久
隆之国
平茂晴

名 号
きよし
のぞみ
ながまつ
はるひさこ
はるしげ
ふくみみ
あやひさ
かつただ
みさき

区 分
首席
二席
三席
首席
二席
三席
首席
二席
三席

1区

2区

3区

頭数

30

出 品 者
江頭 善雄
橋本 勝治
出口 弘美
山田 久道
木村 秀和
入江 稔雄
佐々野勇三
中村 耕二
畑田 吉男

父牛名
平茂晴
百合茂
平茂晴
安福久
平茂晴
百合茂
平茂晴
平茂晴
安福久

名 号
あすか
ゆりしげ
ゆみ
こはる11
きみはる
かなこ
みなみ
あかはれ
しげほ122

区 分
首席
二席
三席
首席
二席
三席
首席
二席
三席

1区

2区

3区

頭数

21

出 品 者
安永 勝義
谷川 正昭
谷川 泰弘
仁田 信明
糸柳 真治
山田 静香
橋口 権助
尾野上祐子
山本津代子

父牛名
安福久
平茂晴
安福久
安福久
平茂晴
安福久
平茂晴
隆之国
百合茂

名 号
ひさこ
めぐみ
ゆりか
ただひさ
ひまわり
やす34
さくらこ
たか
いしん

区 分
首席
二席
三席
首席
二席
三席
首席
二席
三席

1区

2区

3区

頭数

30
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第12回ごとう農協
地区別和牛共進会 結果

場所：崎山農産物集荷所前広場 日時：10月10日㈮ 10：00～崎 山 地 区

場所：富江肥育牛舎前広場 日時：10月2日㈭ 10：00～富 江 地 区

場所：本山農業倉庫前広場 日時：9月26日㈮ 10：00～本 山 地 区
出 品 者
青山 一美
山口 英敏
佐々野 武
山口 源二
青山 一美
冨川 勇三
野口 勲
寺脇 政善
大櫛 実夫

父牛名
安福久
安福久
安福久
百合茂
安福久
勝忠平
平茂晴
勝忠平
平茂晴

名 号
さら
つらら
かず
はつひめ
きいこ
くみ
りか
ももきよ2
まきみつ

区 分
首席
二席
三席
首席
二席
三席
首席
二席
三席

1区

2区

3区

頭数

26

出 品 者
岩田エミ子
橋本 哲夫
田中 宏幸
岩谷 大吾
田橋 禎

な し
平 康明
向井 正和
田中 寿一

父牛名
平茂晴
安福久
平茂晴
平茂晴
安福久

平茂晴
安福久
福華1

名 号
なつみ
ひさふく
あやかぜ392
ひまわり
あやめ

あおふじ25
さくら
はなぐに

区 分
首席
二席
三席
首席
二席
三席
首席
二席
三席

1区

2区

3区

頭数

20

出 品 者
出口 敏美
大里 久昭
川崎 善一
大里 久昭
松本 利光
山中 秀雄
山口 茂明
野口 兼幸
大里 久昭

父牛名
安福久
安福久
百合茂
平茂晴
百合茂
安福久
百合茂
安福久
百合茂

名 号
ふじひさ
こずえ2の1
としみ
ももえ
ゆりりん
ひでみ
はなゆり
あおい
なお

区 分
首席
二席
三席
首席
二席
三席
首席
二席
三席

1区

2区

3区

頭数

42
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大
規
模
改
修
工
事
を
終
え
た
五
島
食
肉

セ
ン
タ
ー
で
九
月
二
十
七
日
、
完
成
内
覧

会
が
開
か
れ
、
衆
議
院
議
員
の
谷
川
弥
一

自
由
民
主
党
離
島
振
興
特
別
委
員
長
を
は

じ
め
お
よ
そ
五
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
で
は
開
設
者
の
野
口
市
太
郎
五
島
市
長

が
あ
い
さ
つ
し
「
牛
・
豚
専
用
レ
ー
ン
と

な
り
、
安
全
・
安
心
な
食
肉
の
供
給
が
で

き
る
。
島
の
畜
産
振
興
に
向
け
、
稼
働
率

の
向
上
に
努
め
た
い
」
と
振
興
に
向
け
た

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

工
事
終
了
後
の
セ
ン
タ
ー
で
は
牛
・
豚

そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
レ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
、

衛
生
面
を
第
一
に
考
え
ら
れ
た
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
・
運
営
を
行
う
㈱

Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン

タ
ー
の
四
辻
伸
行
セ
ン

タ
ー
長
は
「
工
事
期
間

中
は
多
く
の
方
々
に
ご

迷
惑
を
か
け
た
。
今
後

は
施
設
の
稼
働
率
を
上

げ
、
五
島
牛
・
五
島
豚

の
さ
ら
な
る
知
名
度
向

上
に
寄
与
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
平
成
二
十
六
年
産

普
通
期
米
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
刈
取
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
年
産
は
一
一
八
㌶
の
栽

培
面
積
で
農
協
契
約
出
荷
量
一
七
〇
㌧

を
計
画
。
管
内
で
は
六
月
中
旬
か
ら
約

四
〇
〇
戸
の
農
家
が
田
植
え
を
実
施
。

早
い
と
こ
ろ
で
は
九
月
下
旬
か
ら
刈
取

が
始
ま
っ
て
お
り
、
刈
取
ピ
ー
ク
は
十

月
四
日
〜
十
三
日
と
な
り
ま
し
た
。

十
月
十
八
日
頃
に
は
二
〇
一
四
年
産

普
通
期
米
に
こ
ま
る
の
刈
取
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
面

積
は
四
六
㌶
で
農
協
出
荷
量
五
〇
㌧
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
「
夏
場
の
日
照
不
足
や
台

風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
、
収
量
・
品
質
と
も
に

良
好
」
と
語
り
ま
し
た
。
刈
取
後
は
管
内
二
ヶ
所
の

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
玄
米
に
し
て
随
時
検
査
を
実
施
。

そ
の
後
は
Ｊ
Ａ
直
営
の
精
米
施
設
（
五
島
市
岐
宿

町
）
で
精
米
し
、
管
内
の
各
Ａ
コ
ー
プ
や
直
売
所
で

販
売
し
ま
す
。

五
島
市
立
富
江
中
学
校
の
一
年
生
九
名

が
十
月
九
日
、
郷
土
学
習
の
一
環
と
し
て

五
島
ル
ビ
ー
（
中
玉
ト
マ
ト
）
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
先
生
役
と
し
て

生
徒
ら
を
受
け
入
れ
た
の
は
当
Ｊ
Ａ
ト
マ

ト
部
会
の
中
村
隆
一
さ
ん
喜
美
代
さ
ん
ご

夫
妻
。
生
徒
ら
は
ハ
ウ
ス
に
入
る
と
美
し

い
鮮
紅
色
の
実
や
、
黄
色
い
花
な
ど
を
観

察
。
ま
た
、
収
穫
の
仕
方
を
中
村
さ
ん
か

ら
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

収
穫
を
行
っ
た
生
徒
の
一
人
は
「
収
穫

が
楽
し
く
て
時
間
を
忘
れ
て
い
た
。
出
荷

先
に
合
わ
せ
て
収
穫
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

違
う
と
こ
ろ
が
す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
感

想
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
終
了
後

に
は
「
家
庭
で
も
五
島
ル
ビ
ー
は
作
れ
ま

す
か
？
」や「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
必
要
な
理
由
は
？
」

と
い
っ
た
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
地

域
の
農
産
物
を
知
る
こ

と
で
、
少
し
で
も
農
業

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

え
た
ら
」
と
コ
メ
ン
ト
。

中
学
校
で
は
今
回
の
体

験
を
ま
と
め
、
今
月
七

日
に
学
習
発
表
会
を
行

う
計
画
。

特特特特特特特特特特産産産産産産産産産産トトトトトトトトトトママママママママママトトトトトトトトトト中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生がががががががががが学学学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
－富江中「五島ルビー」学習会－

五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興にににににににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててててててててててて
－食肉センター完成内覧会－

収収収収収収収収収収穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫のののののののののの秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋 品品品品品品品品品品質質質質質質質質質質・・・・・・・・・・収収収収収収収収収収量量量量量量量量量量ととととととととととももももももももももにににににににににに上上上上上上上上上上々々々々々々々々々々
－普通期米収穫スタート－
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十
月
十
九
日
に
対
馬
市
で
行
わ
れ
た
、

第
六
十
九
回
国
民
体
育
大
会
（
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
）
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
競

技
八
三
㌔
級
で
、
当
Ｊ
Ａ
玉
之
浦
出
張

所
Ｌ
Ａ
の
川
上
幸
三
係
長
が
一
四
五
㌔

の
記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て

行
わ
れ
た
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
は
、
ベ
ン
チ

台
に
仰
向
け
に
な
り
腕
の
力
で
バ
ー
ベ

ル
を
持
ち
上
げ
る
競
技
。

優
勝
し
た
川
上
係
長
は
「
健
康
の
た

め
に
十
三
年
前
か
ら
競
技
を
続
け
て
い

る
。
自
己
記
録
で
の
優
勝
だ
っ
た
の
で
、

う
れ
し
か
っ
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。
あ
く
ま
で
も
健
康
増
進
が
目
的
と

い
う
こ
と

で
す
が
、

今
後
も
週

二
回
の
練

習
を
続
け
、

機
会
が
あ

れ
ば
大
会

に
も
参
加

し
た
い
と

い
う
こ
と

で
す
。

当
Ｊ
Ａ
共
済
部
共
済
Ｌ
Ａ
課
の
下
五

島
地
区
の
職
員
十
名
が
九
月
二
十
七
日
、

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
道
路
沿

い
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
下
地

区
で
の
実
施
は
今
回
が
初
め
て
。
こ
の
日
は
、
五
島

市
籠
淵
町
の
本
店
を
出
発
し
、
交
通
量
の
多
い
国
道

3
8
4
号
に
沿
っ
て
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な

ど
を
拾
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
員
の
一
人
は
「
車
で
通
る
と
き
は
き

れ
い
な
道
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、

予
想
以
上
に
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
て
驚

い
た
」
と
語
り
ま

し
た
。
同
課
で
は

今
後
も
毎
月
一
回

の
ペ
ー
ス
で
清
掃

活
動
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
は

十
月
十
一
日
、

本
店
で
第
五

回
ス
マ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー

ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
大
会

を
開
き
ま
し

た
。
こ
の
大

会
は
共
済
担

当
者
の
接
遇
・
対
応
技
術
の
向
上
、
商
品

の
提
案
や
説
明
能
力
の
向
上
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
本
支
店
の

担
当
者
九
名
が
自
動
車
共
済
の
継
続
手
続

き
に
来
た
契
約
者
に
対
し
、
平
成
二
十
七

年
十
月
の
仕
組
改
訂
に
合
わ
せ
た
内
容
の

提
案
を
行
う
と
い
う
設
定
で
審
査
。

競
技
者
は
現
在
の
保
障
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
あ
と
、
仕
組
改
訂
に
よ
る
変
更
点
や
お

す
す
め
プ
ラ
ン
の
比
較
を
分
か
り
や
す
く
契
約
者
に
説

明
。
契
約
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
も
分
か
り
や
す
く

回
答
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
員
の
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
本
店
共
済
部
の
塚
本
さ
と
み
さ
ん
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
、
Ｊ
Ａ
代
表
と
し
て
今
月
五
日
に
開
か

れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
接
遇

や
職
員
の
商
品
に
対
す
る
理
解
度
を
深
め
、
顧
客
満
足

度
の
向
上
を
図
る
計
画
で
す
。

地域への恩返し
－下地区ＬＡ清掃活動－

切切切切切切切切切切切切切切切切磋磋磋磋磋磋磋磋磋磋磋磋磋磋磋磋琢琢琢琢琢琢琢琢琢琢琢琢琢琢琢琢磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨しししししししししししししししし、、、、、、、、、、、、、、、、顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧客客客客客客客客客客客客客客客客満満満満満満満満満満満満満満満満足足足足足足足足足足足足足足足足度度度度度度度度度度度度度度度度向向向向向向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上上上上上上図図図図図図図図図図図図図図図図るるるるるるるるるるるるるるるる
－共済ロープレ大会－

川川上上係係長長（（玉玉之之浦浦））がが快快挙挙！！
－国体デモスポ競技で優勝－

最優秀賞の塚本職員（本店）

優勝した川上係長（右から2人目）

側溝にはゴミがたくさん
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№18坂の上事業所
・所在地：五島市上大津町1693－1 TEL：72－2001
・職員数：18名
・事業内容：新車・中古車の販売、車検整備

ガス（LPG）の販売、ガス器具の販売・修理 など

所
長
の
田
中
で
す
。
い
つ
も
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
坂
の
上
事
業
所
は
、
空

港
線
に
位
置
し
新
車
・
中
古
車
の

販
売
や
車
検
整
備
、ま
た
ガ
ス（
Ｌ

Ｐ
Ｇ
）
の
販
売
、
ガ
ス
器
具
の
販

売
・
修
理
な
ど
生
活
に
密
着
し
た

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
車

の
乗
り
換
え
・
修
理
、
ガ
ス
器
具

の
購
入
・
修
理
な
ど
い
つ
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

今
後
も
組
合
員
や
地
域
の
皆
様

か
ら
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
事
業

所
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ターデ本基

坂の上事業所のご紹介

月川職員

石田職員

永山職員

古里職員

下村職員

小田課長

小柳職員

野口職員

坂口次長

田中所長

今里職員

松本係長

入口職員

事業所では、国家資格を持つ整備
士を中心に、信頼の技術でお車の点
検・整備を行っています。

イ
チ
オ
シ
!

川上職員

佐藤係長

貞方職員

野原職員
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石
司
さ
ん
は
現
在
、
イ
ン
ゲ
ン
、
馬
鈴

薯
、
人
参
、
玉
ね
ぎ
、
ワ
ケ
ギ
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
四
年
目

就
農
さ
れ
る
以
前
は
建
設
や
製
造
関
係

の
お
仕
事
に
就
い
て
い
た
石
司
さ
ん
。
四

年
前
に
福
岡
か
ら
地
元
上
五
島
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
空
い
て
い
た
畑
を
借
り
「
ま

ず
は
自
分
の
食
べ
た
い
作
物
を
作
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

年
か
ら
は
有
川
朝
市
へ
の
出
荷
に
加
え
、

出
荷
用
の
イ
ン
ゲ
ン
も
試
験
的
に
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。

無
農
薬
へ
の
こ
だ
わ
り

出
荷
用
の
イ
ン
ゲ
ン
を
除
き
、
朝
市
出

荷
用
の
野
菜
は
す
べ
て
無
農
薬
で
栽
培
を

行
っ
て
い
る
石
司
さ
ん
。「
草
取
り
や
害

虫
対
策
な
ど
作
業
的
に
は
大
変
だ
が
、
自

分
も
口
に
す
る
も
の
な
の
で
、
安
心
で
き

る
も
の
を
作
り
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
趣
味
の
読
書
で
も
最
近
は
農
業
に
関

す
る
本
が

多
い
と
い

う
石
司
さ

ん
。
本
で

も
わ
か
ら

な
い
こ
と

は
近
所
の

先
輩
農
家

さ
ん
に
教

え
て
も
ら

う
と
い
う

こ
と
で
し

た
。「
有
川
で
は
ル
ー
キ
ー
な
の
で
、
先

輩
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
が
た
い
」

と
地
域
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
農
業
を

行
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

「
上
五
島
ブ
ラ
ン
ド
」
に
期
待

「
ど
う
せ
農
業
を
や
る
の
な
ら
、
名
物

を
作
り
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
石
司
さ
ん
。

下
地
区
の
よ
う
に
特
産
品
が
で
き
れ
ば
、

上
五
島
の
農
業
も
盛
り
上
が
る
と
現
在
、

試
行
錯
誤
で
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
作
っ
て

い
ま
す
。
取
材
の
最
後
に
は
石
司
さ
ん
の

農
業
に
対
す
る
考
え
方
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
農
業
は
六
〇
％
成
功
す
れ

ば
良
い
方
と
い
う
人
が
い
る
が
、
自
分
は

七
〇
％
の
成
功
を
目
標
に
農
業
を
楽
し
み

た
い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ご
自
分
の
ペ
ー
ス
を
保
ち
つ
つ
、
上
地
区

農
業
の
牽
引
役
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブラララララララララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドでででででででででででででででででででででででででででででででででで地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域をををををををををををををををををををををををををををををををををを元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気にににににににににににににににににににににににににににににににににに
新上五島町太田郷
いしづか ひさゆき

石司 久之さん（49）NO．54
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10／4 食農教育 稲刈り
産直市場「五島がうまい」は10月4日、食農教育

活動の一環として稲刈り体験会を開きました。事前
募集で集まった親子30名が参加し、直売所出荷協力
会役員の出口勝博さんの田んぼでもち米の収穫を楽
しみました。今回収穫した米は6月に田植え体験を
行ったもので、12月に予定されている餅つき体験で
使われます。
普段農業になじみの少ない、一般の親子が多いこ

ともあり、慣れない手つきの作業となったが、一束
ずつ刈るごとに笑顔がこぼれ、収穫の喜びを感じて
いる様子でした。田植えから参加している子供は「田
植えも収穫も初めてで、最初は難しかった。餅つき
もやってみたい」と感想を述べました。
作業終了後には、昔の収穫時期の様子に倣って田

んぼの周りでおにぎりやもち米を使った赤飯が振る
舞われ、大満足の稲刈り体験となりました。

直売所オープン当
初から、五島産大豆
100％にこだわった
豆腐を出荷していま
す。価格は純絹ごし、
木綿各148円、よせ

どうふ198円です。
豆の味が濃く、舌触りが滑らかな豆腐に
なっていますので、これからの時期には湯豆
腐やすき焼きなどで一度お試しください。

2年前から施設利
用者とスタッフでか
すまきやジャム、饅
頭などを出荷してい
ます。材料の小麦や
イモ、イチゴやブ
ルーベリーなど栽培

から、製品づくりまで一貫して行っています。
今後も安全・安心な食材でおいしいお菓子
やジャムを出荷しますので、ぜひ一度ご賞味
ください。

が作りました!私
崎山支部

みつたけ荘 パン工房

が作りました!私
福江支部

有吉 廣晃さん（37）

稲刈り後の食事は格別♡

収穫を楽しむ親子
たわわに実ったもち米

収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫ののののののののののののののののののの秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋ををををををををををををををををををを楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししししししししししし
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむ
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……………………………………………………………………………………………………………………

当
Ｊ
Ａ
若
松
支
店
は
新
上
五
島
町
立
若
松

東
小
学
校
の
児
童
十
一
名
と
バ
ケ
ツ
稲
の
刈

り
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
バ
ケ
ツ
で
の
水
稲

栽
培
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
「
み
ん
な
の
よ
い

食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
。
児
童
ら
は
収
穫
前
に
稲
を
観

察
し
、
種
か
ら
の
成
長
の
様
子
を
確
認
。
穂

先
に
つ
い
た
米
の
数
を
数
え
た
り
、
稲
の
長

さ
を
測
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
総
合
的
な

学
習
の
時
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
試
食
会

終
了
後
に
は
米
作
り
に
つ
い
て
の
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

収
穫
を
し
た
児
童
の
一
人
は
「
水
の
管
理
が
大
変

だ
っ
た
が
、
小
さ
い
種
が
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
の

で
驚
い
た
。
早
く
食
べ
て
み
た
い
」
と
述
べ
、
初
め
て

育
て
た
稲
の
収
穫
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。
収
穫
し

た
米
は
乾
燥
後
、
棒
と
瓶
を
使
っ
て
手
作
業
で

脱
穀
・
精
米
を
行
う
予
定
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
上
五
島
支
店
営
農
畜
産
課
は
十
月

八
日
、
新
上
五
島
町
立
上
郷
小
学
校
の
五
年

生
二
十
二
名
と
地
域
で
農
業
を
営
む
川
口
益

雄
さ
ん
（
70
）
の
棚
田
で
稲
刈
り
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
米
は
六
月
上
旬
に
同
校
児
童
ら
が
田
植
え

を
行
っ
た
も
の
で
、
収
穫
後
に
は
乾
燥
・
脱
穀
を
行
い
、

試
食
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
田
植
え
後
も
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

一
環
と
し
て
田
ん
ぼ
を
観
察
。
前
日
に
は
川
口
さ
ん
か

ら
刈
り
方
や
稲
の
束
ね
方
な
ど
を
教
わ
り
、
準
備
万
端

で
稲
刈
り
に
臨
み
ま
し
た
。
刈
り
取
り
を
行
っ
た
児
童

の
一
人
は
「
刈
る
の
は
楽
し
か
っ
た
が
、
稲
を
束
ね
る

の
が
難
し
か
っ
た
。
十
二
月
の
試
食
会
が
楽
し
み
」
と

述
べ
、
米
作
り
に
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。
Ｊ
Ａ

担
当
職
員
は
「
は
じ
め
は
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
だ
っ

た
が
、
コ
ツ
を
教
え
る
と
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い
っ
た
。

今
回
の
体
験
で
少
し
で
も
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
二
日
、
㈱
農
協
観
光
が
企
画

し
た
「
Ｎ
ツ
ア
ー

北
海
道
食
の
夕
べ
in

札
幌
」
二
泊
三
日
の
旅
に
参
加
す
る
旅
行

者
八
名
が
五
島
つ
ば
き
空
港
を
出
発
し
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
地
産
地
消
を
テ
ー
マ

に
し
た
夕
食
や
Ｎ
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
観

光
地
探
訪
な
ど
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。同

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
ツ
ア
ー
を

は
じ
め
、
各
種
チ
ケ
ッ
ト
の
手
配
や
旅
行

に
関
す
る
ご
相
談
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
旅
行
セ

ン
タ
ー
（
担
当：

中
村
）
電
話
〇
九
五
九

（
七
二
）
六
二
一
一
ま
で
。

バケツ稲 元気に育ったよ！
―若松東小 稲刈り―

棚田の実り 収穫楽しむ
―上郷小 稲刈り―

ＪＡならではの旅行プランをご提案
―「Ｎツアー北海道食の夕べ in 札幌」―

束
ね
る
作
業
に
悪
戦
苦
闘

旅行センターからのお知らせ

出発前の空港にて

大きく育ったよ！
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……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
西
部
支
部
は
十
月
十
五
日
、

五
島
市
立
川
原
小
学
校
の
一
・
二
年
生
十
四
名

と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

サ
ツ
マ
イ
モ
は
五
月
末
に
、
昔
な
が
ら
の
竹
の

定
植
器
を
使
い
定
植
し
た
も
の
。
定
植
後
の
台

風
な
ど
で
数
本
の
苗
が
欠
如
し
た
部
分
に
は
、

地
域
の
生
産
者
ら
が
新
た
に
苗
を
植
え
て
お
り
、

児
童
ら
は
豊
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
中
に
は
児
童
の
顔

ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
も
あ
り
、
青
年
部
員
や

先
生
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
。
収
穫
を
行
っ
た
児
童
の
一
人
は
「
い
ろ

い
ろ
な
大
き
さ
の
芋
が
あ
っ
た
。
傷
つ
け
な
い

よ
う
に
掘
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し

か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
、
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
同
校
の
ま
つ
り
で
焼

き
芋
に
し
て
振
る
舞
わ
れ
る
予
定
。
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は

「
思
っ
た
よ
り
収
量
が
多
く
て
安
心
し
た
。
こ
う
し
た
経

験
を
通
し
て
、
少
し
で
も
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
西
部
支
部
は
十
月
十
七
日
、

五
島
市
立
山
内
小
学
校
の
五
・
六
年
生
十
六
名
と
稲
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
収
穫
を
行
っ
た
米
は
六
月
に

児
童
ら
が
植
え
た
も
ち
米
。
同
地
区
で
は
、
地
域
の
生

産
者
ら
も
参
加
し
、児
童
ら
に
作
業
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
青
年
部
員
や
生
産
者
か
ら
稲
刈
り
の
仕
方

を
教
わ
っ
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
鎌
を
手
に
田
ん
ぼ
に
入

り
、
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
同
地
区
で
は
水
稲
を
栽
培

し
て
い
る
児
童
も
多
く
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
稲
刈
り
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
収
穫
し
た
も
ち
米
は
十
日
間

掛
け
干
し
し
た
後
、
Ｊ
Ａ
の
精
米
施
設
で
脱
穀
。
今
月

中
旬
に
行
わ
れ
る
同
校
の
ま
つ
り
で
餅
つ
き
を
し
て
地

域
住
民
ら
に
振
る
舞
う
計
画
で
す
。

青
年
部
員
の
一
人
は
「
山
内
地
区
は
米
作
り
が
盛
ん

な
地
域
な
の
で
、
慣
れ
た
子
供
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
の
農
業
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
と
の
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
富
江
支
部
は
十
月
三

十
日
、
五
島
市
立
富
江
小
学
校
の
一
〜
三
年

生
の
児
童
ら
と
も
ち
米
を
収
穫
し
ま
し
た
。

今
回
は
地
域
の
生
産
者
を
は
じ
め
、
保
護
者

ら
も
参
加
し
総
勢
一
〇
〇
名
で
の
作
業
と
な

り
ま
し
た
。
初
め
て
稲
刈
り
を
行
う
一
年
生

は
、
青
年
部
員
や
上
級
生
か
ら
鎌
の
使
い
方

な
ど
を
習
い
、
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
収
穫

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

稲
刈
り
を
行
っ
た
児
童
は
「（
刈
る
と
き
に
）
ザ
ク

ザ
ク
と
音
が
し
て
楽
し
か
っ
た
。
餅
つ
き
も
あ
る
の
で
、

頑
張
り
た
い
」

と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。
同
校

で
は
来
年
一
月

に
餅
つ
き
を
計

画
し
て
お
り
、

地
域
住
民
な
ど

に
餅
を
振
る
舞

う
予
定
で
す
。

大小さまざま 収穫楽しむ
―川原小 サツマイモ収穫―

地域の農業に触れる
―山内小 稲刈り―

餅つき楽しみ 笑顔で収穫
―富江小 稲刈り―

刈った稲を掛ける児童

稲を手渡す児童

大きなイモに大満足

青年部の活動
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人事異動 臨 時

旧 任

役 職
営農課長
経済課調査役
営農課調査役（岐宿駐在・製茶工場）
生産指導課
経済課
経済課（臨時）
営農課長（次長待遇）
支店長
総務課（臨時）
管理金融課
経済課長兼大津出張所長
Ａコープ本山店兼大浜Ａコープ（臨時）
管理金融課（臨時）
総務課係長
経済課
経済課（嘱託）
支店長
部長
管理金融課係長・金融渉外
営農課
大津出張所
金融課
経済課（臨時）
支店長兼経済課長兼Ａコープ店長
管理金融課長
ＳＳ本店店長・調査役
大津出張所・大津ＳＳ（よう員）
経済課・給油所（臨時）
玉之浦出張所
支店長兼経済課長
生活課係長兼Ａコープ統括
燃料課
支店長兼管理金融課長
営農課調査役
管理金融課・課長待遇
玉之浦出張所・玉之浦ＳＳ（よう員）
部長
営農課
営農課
管理金融課（臨時）
ＪＡグリーン店舗課（臨時）

所 属
三井楽支店
上五島支店
西部支店
本店畜産部
本山支店
崎山支店
福江支店
西部支店
本店総務部
福江支店
福江支店
本山支店
崎山支店
本店総務部
三井楽支店
西部支店
福江支店
本店農産園芸部
本山支店
三井楽支店
福江支店
本店金融部
富江支店
本山支店
本山支店
本店経済部
福江支店
本山支店
西部支店
富江支店
本店経済部
坂の上事業所
三井楽支店
三井楽支店
本山支店
西部支店
本店直売部
西部支店
崎山支店
福江支店
本店経済部

氏 名

今 利 誠
狩 浦 昌 昭
福 山 哲 哉
川 上 久 人
酒 井 忠 明
近 藤 康 貴
小 川 博 義
樽 角 幸 則
田 口 司
片 山 志津香
野 口 猪之助
鍵 原 和 男
山 下 はるみ
茶 坂 男
永 山 貴 洋
坂 井 八 潮
谷 川 辰 善
貞 方 茂
阿比留 都代美
清 水 謙 二
鍜治梁 美由紀
入 口 久美子
吉 田 泰 弘
入 口 三 博
白 濱 厚
入 口 庄 二
眞 鳥 浩 樹
松 本 清 史
大 町 竜 馬
濱 里 秀 昭
出 口 雄 一
山 口 雄 輝
田 口 勇
松 下 健 一
上 川 剛 史
寺 内 元 樹
洗 川 正 明
平 山 大 輔
小 柳 一祐基
田 中 光 太
設 楽 美 咲

林 賢 市
木 下 清 子
神 﨑 友 子
森 香 澄

新 任

役 職

部長
次長（支店長待遇）
総務課
金融課
部長
生活課店舗統括（よう員）
ＪＡグリーンごとう店舗課（臨時）
ＳＳ本店店長（係長）
燃料課
基幹農機センター（嘱託）
支店長兼営農課長
経済課長兼大津出張所長（支店長待遇）
管理金融課係長
営農課
管理金融課
管理金融課
経済課（臨時）
支店長
次長兼管理金融課長
経済課長兼Ａコープ店長
経済課給油所（よう員）
経済課・購買（臨時）
管理金融課
支店長
経済課長
経済課給油所
支店長
営農課長
管理金融課長
営農課（よう員）
支店長
営農課・岐宿営農
営農課
玉之浦出張所・共済（よう員）
玉之浦出張所給油所（臨時）

平成26年10月1日 採用
営農課（嘱託）
大津出張所給油所（臨時）
大津出張所（臨時）
Ａコープ大浜店（パート）

所 属
依願退職
依願退職
依願退職
依願退職
依願退職
依願退職
本店農産園芸部
本店総務部
本店総務部
本店金融部
本店直売部
本店経済部
本店経済部
本店経済部
坂の上事業所
本店経済部
福江支店
福江支店
福江支店
福江支店
福江支店
崎山支店
崎山支店
本山支店
本山支店
本山支店
本山支店
本山支店
本山支店
富江支店
富江支店
富江支店
三井楽支店
三井楽支店
三井楽支店
三井楽支店
西部支店
西部支店
西部支店
西部支店
西部支店

三井楽支店
福江支店
福江支店
本山支店

平成26年9月26日内示
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金融部からのお知らせ
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～

編
集
後
記

平
成
二
十
六
年
度

第
七
回
理
事
会

（
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
八
日

開
催
）

1
、
報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い

て報
告
№
2

主
要
事
業
九
月
末
計
画
と
実
績
に
つ

い
て

報
告
№
3

平
成
二
十
六
年
度
第
2
四
半
期
子
会

社
の
営
業
実
績
等
に
つ
い
て

①
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

②
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー

③
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
4

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
九
月

末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
5

平
成
二
十
六
年
九
月
末
食
肉
販
売
実

績
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
六
年
十
月
期
県
内
家
畜
市

場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
六
年
度
第
2
四
半
期
内
部

監
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
六
年
度
第
2
四
半
期
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
9

平
成
二
十
六
年
度
第
2
四
半
期
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
状
況
に
つ
い

て報
告
№
10

第
十
四
回
Ｊ
Ａ
ご
と
う
農
業
ま
つ
り

開
催
要
領
に
つ
い
て

報
告
№
11

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告

そ
の
他
①
下
地
区
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
の
定
休

日
変
更
に
つ
い
て

そ
の
他
②
日
本
農
業
新
聞
普
及
推
進
に
つ
い
て

2
、
議
案
事
項

議
案

そ
の
他

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）

16時～19時30分
※土日限定バイキング 11時～15時

（通常メニュー）16時～19時30分
料金 大人：1，050円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

各
支
店
発
行
の「
支
店
だ
よ
り
」。

も
う
皆
様
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
？

本
誌
以
上

に
各
地
域
に
密
着
し
た
内
容
で
、

支
店
ご
と
に
個
性
あ
ふ
れ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
文
章
を
書
く
の
が
一

般
的
な
昨
今
、
手
書
き
の
文
字

に
は
暖
か
み
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
支
店
に
よ
っ
て
は
地

域
の
学
校
の
運
動
会
や
面
白
い

形
の
野
菜
の
紹
介
、
趣
味
で

行
っ
て
い
る
俳
句
や
短
歌
な
ど

を
披
露
す
る
な
ど
、
発
表
の
場

と
し
て
こ
の
「
支
店
だ
よ
り
」

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
本
誌
並
び
に
支
店
だ
よ
り
へ

の
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
紙
漉

諒
）
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